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　新年明けましておめでとうございます。
　今年は乙巳（きのとみ）の年で変化や成長、結実、
新たなスタートに適した年と言われています。
　厚生労働省は、昨年末に「歯科衛生士の業務のあ
り方等に関する検討会（第 1 回）」を開催し、歯科衛
生士の歯科診療の補助行為（特に局所麻酔行為）に
ついて検討しています。歯科衛生士業務の新たな一
歩となります。
　今年は、阪神・淡路大震災から30年の節目を迎え、
早々に追悼の式典やイベント等が開催されます。
　本会では、毎年1.17「ひょうご安全のつどい」に出
展しています。また、近畿圏で初めて兵庫で開催され
た「ぼうさいこくたい2022」にも出展しました。
　本会の支援活動は、阪神・淡路大震災、東日本大
震災、兵庫県内の台風による水害のあった市町、能
登半島地震への避難所等への支援を行ってきました。
　また、全国の自然災害に対して、福岡県、熊本県、
福島県へ「災害時に役立つお口のケアノート」「口腔ケ
アグッズ」等を配付するなどの後方支援を行いました。
　近年は、2013（平成25）年度には、災害コーディネー
ター １ 名配置し、当時20支部（現10支部）に災害支
援担当者を配置しました。
　2014（平成26）年度から毎年 ９ 月に歯科衛生士支
援研修会研修会と訓練を行っています。
　2015（平成27）年度から災害支援活動研修会およ
びリーダー養成講座を開始しました。
　2016（平成28）年度には、県民向けに誤嚥性肺炎
予防や災害関連死を予防するために「災害時に役立
つお口のケアノート」を作成し、県下の様 な々イベント
で活用しています。また、2021（令和 ３ ）年度には、
非常時にいかす「わたしの健口手帳」を作成し、平
時から、子どもや大人、妊婦や高齢者、配慮を要す
る方への歯および口腔の健康意識を高める情報ととも
に、個人の歯科健診結果を記録し、非常時（入院・

施設入所・避難所など）にもいかせるツールとして活
用していただいています。
　2023（令和 ５ ）年度は、「わたしの健口手帳」高
齢者版を作成し、県下10圏域の10市町の介護予防事
業等において紹介し活用していただいています。
　県および医師会主催事業への参画は、2017（平成
29）年度からは、兵庫県医師会主催のJMAT兵庫チー
ム実践研修に毎年参加しています。
　2018（平成30）年度は、兵庫県歯科医師会と災害
時の歯科医療救護活動に関する協定を締結し、同年
には兵庫県が主催する兵庫県広域合同防災訓練（但
馬地域・西播磨地域・阪神南地域・播磨地域・丹波
地域）にコロナ禍や台風で中止された以外には、そ
れぞれの支部および役員が参加しています。
　昨年元日に発災した能登半島地震へのJDATの支
援には、当会から１ チーム ２ 名の歯科衛生士を派遣
しています。
　また、兵庫県歯科衛生士センター研修会として令
和 ７ 年 ２ 月16日（日）に「避難所等における災害ボラ
ンティア」について歯科分野以外の講師により研修
会を企画しています。最終学年の登録者は受講対象
となりますので是非ご参加ください。
　阪神・淡路大震災はさまざまな災害支援の原点に
なっており、創造的復興の言葉は、全国のみならず
世界的にも継承されています。
　今年は、本会創立60周年を迎え、10月26日（日）
に記念式典を予定しています。本会の災害支援活動
を忘れることなく継承し、次世代から70周年に向け
て繋いでいくことを願っています。
　日本歯科衛生士会近畿ブロック連絡協議会では次
世代に向けて近畿 6 府県でキャッチフレーズを広げる
ことにしました。
　「世代を超えて つなぐ 広げる 歯科衛生士の未来」
次世代の皆様の無限の可能性に期待しています。

公益社団法人
兵庫県歯科衛生士会
会長　高橋　千鶴
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　10月 4 日の中央区イベントに参加させていただ
きました。私はペープサートでスーパーマリオの
キャラクターを使用したストーリーで歯に関する
クイズを出したり、ブラッシング指導を行いまし
た。屋外でマイクを使い劇を進めていたので、
途中からも多くの人が見に来てくれ盛り上がりま
した。子どもから大人のかたまで楽しんでくれ、
幅広い年代の方々に喜んでもらえて、頑張って良
かったと思いました。
　また歯科衛生士会の方が、子供向けのクイズや

歯に関する説明、曲に合わせて唾液腺マッサージ
をされており、見ている人を楽しませながら専門
的な知識を伝えていて、すごいと思いました。歯
科衛生士会の方々も笑顔で楽しんで行っていて、
私たち自身も楽しむことが大切だと学びました。
　今回のイベントを通じて、恥ずかしがらず笑顔
でお話する大切さや自らも楽しんで行う必要があ
ることを学びました。将来歯科衛生士になった
時も今回学べたことを忘れないように活かしたい
と思います。

◆ 「第21回　いい歯の日フェア」に参加して

◆  3 年間を振り返って

　学院に入学してから早くも 3 年が経とうとしてい
ます。私は入学前に歯科助手として 3 年勤務し、
歯科診療の奥深さや予防の重要性に気がつき、
より患者さんの健康を守ることができる歯科衛生
士になりたいと思いこの学院に入学しました。入
学前は今さら 3 年も学生をしていて大丈夫なの
か、男性の自分が女性ばかりの学校で学生生活
やっていけるのかなどと多くの不安がありました。
しかし、不安はありつつも入学後の学院での学び
は多く、歯科医療従事者として大きく成長するこ

とができたと思います。
　この 3 年間、課題や実習、人間関係など大変
な事も多くありましたが、私が今日までこの学院
で学ぶ事ができたのは、自分の歯科衛生士への
気持ちが一番ではありますが、それは男性生徒を
受け入れてくださった学院や先生方のサポートあ
ってのことだと思います。
　卒業後もこの学院で学んだ事を活かし、歯科
衛生士として患者さんのためにできることを考え、
日々成長していけるよう努力したいと思います。

兵庫県立総合衛生学院　歯科衛生学科
51回生　寺坂　樹

兵庫県歯科医師会附属兵庫歯科衛生士学院
歯科衛生学科　54回生　小田　梓月
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  入学して約 2 年が過ぎようとしています。10月
17日に私たち18期生の戴帽式が執り行われまし
た。実習への不安な気持ちもありましたが、校長
先生にナースキャップを被せていただいたとき
は、夢である歯科衛生士に一歩近づいた実感が湧
き、うれしかったです。
　そして10月末から、歯科臨床実習が始まりま
した。はじめは器具や術式を覚えるだけでも精
一杯でした。また、緊張から声が小さくなり指
導を受けることもありました。アシスタント業
務では一つの作業をなぜ行っているのかまで考
えて行動しないといけないことに気づきまし
た。また、歯科衛生士の方の患者様への接し方
を見ていると、一人一人に合わせた指導やお話
をされていて患者様から信頼されるのはこうい
うことなのだと実感することができました。
　20日間の実習で臨床でしか学べないことをた
くさん経験することができましたが、実習はま

だ始まったばかりです。周りの仲間と支え合い
ながら自分が理想とする歯科衛生士になれるよ
う引き続き頑張りたいと思います。

◆ 戴帽式を迎え実際に歯科臨床実習が始まって感じること

　今回、私を含む歯科衛生学科の 2 ・ 3 年生、
卒業直後の歯科衛生士の 6 名で、兵庫県にある
児童養護施設の入所児童に対し、口腔衛生指導
を実施しました。
　私はまだ集団指導の経験がなかったため、児
童の心に残るような指導ができるか不安でした
が、手作りの分かりやすい媒体を使用した口腔
衛生指導に関心を示し、最後まで集中して聞い
てくれました。また、職員の方と児童が口腔衛
生行動について話し合う場面もあり、指導後の
反応を直接感じることのできる実りある口腔衛
生指導になりました。
　今回の活動報告について、第35回近畿・中国・
四国口腔衛生学会でポスター発表をしました。
学会発表も初めての経験でしたが、ポスター討
論では活発な意見交換ができ、新しい発見が得
られました。まだまだ未熟な私ですが、これか

らも沢山のことに挑戦し、信頼される歯科衛生
士になりたいと強く思えた経験でした。
　　　　　　　　　　　　　　

◆ 児童養護施設における口腔衛生指導報告

姫路歯科衛生専門学校
２年　神田　莉子・林　綾芽

大手前短期大学　歯科衛生学科
２年　村井　美優

3



　臨床実習開始式では、 1 期生全員で『誓いの
詞』を宣誓しました。医療従事者の一員として
の一歩を踏み出すのだと改めて身が引き締まり新
たな自覚と責任を胸に臨床実習に臨む決意もで
きた臨床実習開始式でした。
　臨床実習では、「人と向きあう医療」の奥深さ
を学ぶことができたと思っています。教科書や
授業で学んだことと、実際の現場の違いを強く
実感しました。また患者様、一人ひとりの状況（症
状）やニーズに合わせた対応が求められる中で、
自分の知識や技術がまだまだ未熟であると痛感
もしました。また、歯科衛生士としてのチーム医

療の重要性や、患者様との信頼関係を築くため
のコミュニケーションの難しさも学ぶことができ
ました。そして、患者様が笑顔で感謝をする場
面に触れ、この職業『歯科衛生士』のやりがい
を感じました。些細な変化を見逃さない観察力
や、細やかな配慮の重要性を学び、日々の臨床
実習が自分を磨く場であると思いました。
　今後は臨床実習での学びを大切にし、知識と
技術、さらに人との関わりについて深めていきた
いと思います。同時に、患者様の気持ちに寄り
添う姿勢を忘れず、成長していきたいです。

◆ 臨床実習開始式・初めての臨床実習で学んだこと
神戸リハビリテーション衛生専門学校
1期生　関澤　まゆ・中谷　美沙子
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